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第一部 【企業情報】

　

第１ 【企業の概況】

　

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第54期
第3四半期
連結累計期間

第55期
第3四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自 平成27年 4月 1日
至 平成27年12月31日

自 平成28年 4月 1日
至 平成28年12月31日

自 平成27年4月 1日
至 平成28年3月31日

売上高 (百万円) 866,086 991,651 1,147,898

経常利益 (百万円) 65,467 73,446 81,078

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 36,156 39,825 45,593

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 41,423 55,406 32,942

純資産額 (百万円) 737,357 765,788 728,821

総資産額 (百万円) 4,767,295 5,537,603 4,736,869

1株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 390.87 430.53 492.88

潜在株式調整後1株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 13.5 12.0 13.5
 

 

回次
第54期
第3四半期
連結会計期間

第55期
第3四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年10月 1日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月 1日
至 平成28年12月31日

1株当たり四半期純利益金額 (円) 133.96 144.82
 

(注) 1　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2　売上高には、消費税等は含まれておりません。

3　潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　

（賃貸・延払事業、営業貸付事業、その他）

当第3四半期連結累計期間において、日本ＧＥ合同会社の全持分を取得し、同社及びその子会社5社を連結子会社

といたしました。なお、同社は平成28年9月5日付で株式会社に組織変更し、ＳＭＦＬキャピタル株式会社に商号変

更しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第3四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は基調としては緩やかな回復が続きました。海外景気の緩やかな回

復等を背景に、生産や輸出は横ばいから持直しの動きが見られ、設備投資は緩やかながらも増加基調が続き、雇

用・所得環境が改善するなど、国内需要は底堅く推移しました。

当第3四半期連結累計期間におけるリース取扱高（公益社団法人リース事業協会統計）は、前年同期比で1.6％の

減少となりました。

このような状況下、当社グループは安定収益を確保し、持続的な成長への軌道を確立すべく、営業基盤の拡充と

経営基盤の強化に取り組んでまいりました。

また、米国General Electric Companyから、同グループが保有する日本におけるリース事業のうち、設備・資産

のリース事業、小口リース事業及びオートリース事業を営む日本ＧＥ合同会社（現 ＳＭＦＬキャピタル株式会社）

の全持分を取得し、同社及び同社のリース関連子会社5社を子会社といたしました。

当第3四半期連結累計期間における営業の成果としましては、新規の契約実行高は前年同期比4.7％増加の1兆

5,556億円となりました。

また、売上高は前年同期比14.5％増加の9,916億円となり、経常利益は同12.2％増加の734億円、親会社株主に帰

属する四半期純利益は同10.1％増加の398億円となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、セグメント売上高には、セグメント間の内部売上高又は振

替高が含まれております。

 
①  賃貸・延払事業

賃貸・延払事業の契約実行高は前年同期比3.8％増加の1兆343億円となり、営業資産残高は前連結会計年度末比

18.0％増加の4兆4,216億円となりました。セグメント売上高は前年同期比15.3％増加の9,579億円となり、セグメ

ント利益は同21.2％増加の768億円となりました。

　

②  営業貸付事業

営業貸付事業の契約実行高は前年同期比8.2％増加の5,157億円となりましたが、営業資産残高は前連結会計年

度末比0.1％減少の4,012億円となりました。セグメント売上高は前年同期比35.4％増加の101億円となりました

が、セグメント利益は同5.5％減少の72億円となりました。

　

③  その他

その他の契約実行高は前年同期比53.3％減少の55億円となり、営業資産残高は前連結会計年度末比9.0％減少の

386億円となりました。セグメント売上高は前年同期比6.8％減少の292億円となりましたが、セグメント利益は同

8.5％増加の96億円となりました。
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(2) 財政状態

当第3四半期連結会計期間末の総資産は、日本ＧＥ合同会社（現 ＳＭＦＬキャピタル株式会社）及びその子会社5

社を新たに連結対象としたこと等により、前連結会計年度末比8,007億円増加の5兆5,376億円となり、営業資産残高

は同6,689億円増加の4兆8,616億円となりました。

有利子負債残高も同様の理由により、前連結会計年度末比6,989億円増加の4兆1,711億円となりました。

純資産は、剰余金の配当の実施による利益剰余金の減少や為替換算調整勘定の減少等に対し、親会社株主に帰属

する四半期純利益の積上げによる利益剰余金の増加や非支配株主持分及び繰延ヘッジ損益の増加等があったため、

前連結会計年度末比369億円増加の7,657億円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末比1.5ポイント低下し12.0％となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第3四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 従業員数

当第3半期連結累計期間において、主として日本ＧＥ合同会社（現 ＳＭＦＬキャピタル株式会社）及びその子会

社5社を連結子会社としたことに伴い、当社グループの従業員数は前連結会計年度末と比べ1,021人増加し、3,502人

となりました。なお、従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当

社グループへの出向者を含む。）であります。

 

(6) 営業取引の状況

①　契約実行高

当第3四半期連結累計期間における契約実行高の実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 契約実行高(百万円) 前年同期比(％)

賃貸・延払事業

ファイナンス・リース 538,329 103.2

オペレーティング・リース 283,780 95.0

延払事業 212,202 120.6

小計 1,034,313 103.8

営業貸付事業 515,741 108.2

その他 5,586 46.7

合計 1,555,641 104.7
 

(注) ファイナンス・リース及びオペレーティング・リースについては、当第3四半期連結累計期間に取得した賃貸用

資産の取得金額、延払事業については、延払債権から延払未実現利益を控除した額を表示しております。

なお、オペレーティング・リースには再リース取引の実行額は含んでおりません。
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②　営業資産残高

当第3四半期連結会計期間末及び前連結会計年度末における営業資産残高をセグメントごとに示すと、次のとおり

であります。

セグメントの名称

当第3四半期連結会計期間 前連結会計年度

期末残高
(百万円)

構成比
(％)

期末残高
(百万円)

構成比
(％)

賃貸・延払事業

ファイナンス・リース 2,100,221 43.2 1,705,718 40.7

オペレーティング・リース 1,832,083 37.7 1,628,317 38.8

延払事業 489,393 10.0 414,445 9.9

小計 4,421,698 90.9 3,748,480 89.4

営業貸付事業 401,293 8.3 401,698 9.6

その他 38,685 0.8 42,513 1.0

合計 4,861,677 100.0 4,192,692 100.0
 

(注) 延払事業については、延払債権から延払未実現利益を控除した額を表示しております。

 

③　営業実績

第3四半期連結累計期間における営業実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 

ａ．前第3四半期連結累計期間

セグメントの名称
売上高
(百万円)

売上原価
(百万円)

差引利益
(百万円)

資金原価
(百万円)

売上総利益
(百万円)

賃貸・

延払事業

ファイナンス・リース 415,779 ― ― ― ―

オペレーティング・

リース
259,055 ― ― ― ―

延払事業 156,269 ― ― ― ―

小計 831,103 697,240 133,863 37,444 96,419

営業貸付事業 5,530 ― 5,530 1,678 3,851

その他 29,453 19,486 9,966 78 9,888

合計 866,086 716,726 149,360 39,200 110,159
 

 

ｂ．当第3四半期連結累計期間

セグメントの名称
売上高
(百万円)

売上原価
(百万円)

差引利益
(百万円)

資金原価
(百万円)

売上総利益
(百万円)

賃貸・

延払事業

ファイナンス・リース 484,010 ― ― ― ―

オペレーティング・

リース
292,825 ― ― ― ―

延払事業 181,105 ― ― ― ―

小計 957,941 807,559 150,382 38,332 112,049

営業貸付事業 6,321 ― 6,321 2,445 3,876

その他 27,387 16,237 11,150 91 11,058

合計 991,651 823,797 167,853 40,869 126,984
 

(注) 売上高について、セグメント間の内部売上高又は振替高は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 400,000,000

計 400,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第3四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年2月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 95,314,112 95,314,112 ―

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
(注)1，2

計 95,314,112 95,314,112 ― ―
 

(注) 1  当社は単元株制度を採用しておりません。

2  譲渡による当社の株式の取得については、取締役会の承認を要する旨定款に定めております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成28年10月 1日～
平成28年12月31日

― 95,314,112 ― 15,000 ― 15,000

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,810,367
 

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 92,503,745
 

 

92,503,745
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数  95,314,112
 

 

― ―

総株主の議決権 ― 92,503,745 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成28年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
三井住友ファイナンス＆
リース株式会社

東京都千代田区丸の内
一丁目3番2号

2,810,367 ― 2,810,367 2.95

計 ― 2,810,367 ― 2,810,367 2.95
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間(平成28年10月1日から平成28年

12月31日まで)及び第3四半期連結累計期間(平成28年4月1日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 87,127 96,998

  延払債権 429,313 511,889

  リース債権及びリース投資資産 1,705,718 2,100,221

  営業貸付債権 401,698 401,293

  有価証券 7,743 5,585

  商品 2,853 3,912

  繰延税金資産 2,659 2,884

  その他 149,966 186,230

  貸倒引当金 △5,639 △8,051

  流動資産合計 2,781,439 3,300,965

 固定資産   

  有形固定資産   

   賃貸資産   

    賃貸資産 1,628,317 1,832,083

    賃貸資産処分損引当金 △1,095 △1,080

    賃貸資産前渡金 49,248 62,440

    賃貸資産合計 1,676,469 1,893,443

   社用資産 4,854 5,421

   有形固定資産合計 1,681,324 1,898,864

  無形固定資産   

   のれん 96,483 103,368

   その他 9,565 79,957

   無形固定資産合計 106,049 183,325

  投資その他の資産   

   投資有価証券 119,281 115,610

   長期貸付金 917 889

   固定化営業債権 27,454 16,889

   繰延税金資産 14,720 11,422

   その他 15,819 15,088

   貸倒引当金 △10,137 △5,451

   投資その他の資産合計 168,056 154,447

  固定資産合計 1,955,429 2,236,637

 資産合計 4,736,869 5,537,603
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 65,808 74,432

  短期借入金 599,295 1,107,000

  1年内返済予定の長期借入金 255,737 228,799

  1年内償還予定の社債 86,000 89,000

  コマーシャル・ペーパー 891,300 876,900

  債権流動化に伴う支払債務 9,280 6,924

  
1年内支払予定の債権流動化に伴う長期支払債
務

17,475 18,392

  リース債務 21,831 24,022

  未払法人税等 8,336 2,739

  繰延税金負債 1,977 2,660

  延払未実現利益 14,868 22,496

  賞与引当金 1,392 1,136

  役員賞与引当金 216 -

  その他 105,063 118,470

  流動負債合計 2,078,582 2,572,975

 固定負債   

  社債 119,281 181,216

  長期借入金 1,442,673 1,610,555

  債権流動化に伴う長期支払債務 51,156 52,337

  リース債務 77,340 76,705

  繰延税金負債 25,745 54,432

  役員退職慰労引当金 482 450

  退職給付に係る負債 3,058 7,110

  預り保証金 93,126 100,991

  資産除去債務 2,175 2,558

  その他 114,424 112,479

  固定負債合計 1,929,465 2,198,839

 負債合計 4,008,048 4,771,814

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 15,000 15,000

  資本剰余金 421,009 421,009

  利益剰余金 198,952 219,978

  自己株式 △20,000 △20,000

  株主資本合計 614,961 635,987

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 15,142 17,445

  繰延ヘッジ損益 △10,025 △5,093

  為替換算調整勘定 21,674 16,749

  退職給付に係る調整累計額 △2,012 △1,817

  その他の包括利益累計額合計 24,779 27,285

 非支配株主持分 89,079 102,515

 純資産合計 728,821 765,788

負債純資産合計 4,736,869 5,537,603
 

 

 

EDINET提出書類

三井住友ファイナンス＆リース株式会社(E04791)

四半期報告書

10/19



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第3四半期連結累計期間
(自 平成27年 4月 1日
　至 平成27年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成28年 4月 1日
　至 平成28年12月31日)

売上高 866,086 991,651

売上原価 755,927 864,666

売上総利益 110,159 126,984

販売費及び一般管理費 45,926 54,593

営業利益 64,233 72,391

営業外収益   

 受取利息 42 40

 受取配当金 486 580

 持分法による投資利益 1,332 1,411

 為替差益 37 -

 その他 211 409

 営業外収益合計 2,111 2,442

営業外費用   

 支払利息 536 958

 社債発行費償却 139 104

 為替差損 - 145

 債権売却損 0 0

 匿名組合損益分配額 117 130

 その他 83 48

 営業外費用合計 877 1,387

経常利益 65,467 73,446

特別利益   

 段階取得に係る差益 11 -

 投資有価証券売却益 32 347

 負ののれん発生益 118 -

 関係会社株式売却益 - 557

 その他 4 2

 特別利益合計 166 908

特別損失   

 社用資産除売却損 10 11

 投資有価証券評価損 34 -

 ゴルフ会員権評価損 8 9

 その他 6 -

 特別損失合計 60 20

税金等調整前四半期純利益 65,573 74,334

法人税、住民税及び事業税 10,762 11,870

法人税等調整額 11,668 13,475

法人税等合計 22,431 25,346

四半期純利益 43,142 48,987

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,985 9,162

親会社株主に帰属する四半期純利益 36,156 39,825
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【四半期連結包括利益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第3四半期連結累計期間
(自 平成27年 4月 1日
　至 平成27年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成28年 4月 1日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 43,142 48,987

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 866 2,336

 繰延ヘッジ損益 △1,091 6,330

 為替換算調整勘定 △1,409 △2,426

 退職給付に係る調整額 △85 175

 持分法適用会社に対する持分相当額 △0 3

 その他の包括利益合計 △1,719 6,419

四半期包括利益 41,423 55,406

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 34,340 42,330

 非支配株主に係る四半期包括利益 7,082 13,076
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第3四半期連結累計期間(自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

第1四半期連結会計期間において、日本ＧＥ合同会社の全持分を取得したことにより、同社及びその子会社5

社を連結子会社に含めております。なお、第2四半期連結会計期間において、同社は株式会社に組織変更し、Ｓ

ＭＦＬキャピタル株式会社に商号変更しております。

 
(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

当第3四半期連結会計期間において、山陰総合リース株式会社の株式を売却したことにより議決権の所有割合

が低下したため、同社を持分法適用の範囲から除外しております。

 
(会計方針の変更)

当第3四半期連結累計期間(自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年6月17日）を第1四半期連結会計期間に適用し、平成28年4月1日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第3四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第3四半期連結累計期間(自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日)

該当事項はありません。

　

(追加情報)

当第3四半期連結累計期間(自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年3月28日）を第1四

半期連結会計期間から適用しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

偶発債務

(1) 営業上の債務保証等(保証予約を含む)

前連結会計年度
(平成28年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

(7,454件) 54,124百万円 (13,346件) 64,687百万円

　なお、上記のうち520百万円につきま
しては、再保証等を取得しております。

　なお、上記のうち370百万円につきま
しては、再保証等を取得しております。

 

 

(2) 関係会社向けの債務保証

 
前連結会計年度
(平成28年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

TDB Leasing LLC 1,774百万円 1,834百万円
 

 

(3) 従業員向けの債務保証(住宅資金等)

前連結会計年度
(平成28年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

64百万円 47百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第3四半期連結累計期間
(自 平成27年 4月 1日
至 平成27年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成28年 4月 1日
至 平成28年12月31日)

減価償却費 53,053百万円 71,620百万円

のれんの償却額 6,577百万円 6,899百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第3四半期連結累計期間(自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類 配当金の総額
1株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年6月24日
定時株主総会

普通株式 20,073百万円 217円 平成27年3月31日 平成27年6月25日 利益剰余金
 

 

当第3四半期連結累計期間(自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類 配当金の総額
1株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年6月27日
定時株主総会

普通株式 18,315百万円 198円 平成28年3月31日 平成28年6月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第3四半期連結累計期間(自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
(注2)

四半期連

結損益計

算書計上

額(注3)
賃貸・延払
事業

営業貸付
事業

計

   売上高        

     外部顧客への売上高 831,103 5,530 836,633 29,453 866,086 ― 866,086

     セグメント間の内部
     売上高又は振替高

― 1,993 1,993 1,874 3,867 △3,867 ―

計 831,103 7,523 838,626 31,327 869,954 △3,867 866,086

   セグメント利益 63,420 7,626 71,046 8,910 79,956 △15,723 64,233
 

(注) 1　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、手数料取引、営業目的の金融

収益を得るため所有する有価証券の運用業務、保証業務等を含んでおります。

2　セグメント利益の調整額△15,723百万円には、のれんの償却額△6,006百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△9,717百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

3　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第3四半期連結累計期間(自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
(注2)

四半期連

結損益計

算書計上

額(注3)
賃貸・延払
事業

営業貸付
事業

計

   売上高        

     外部顧客への売上高 957,941 6,321 964,263 27,387 991,651 ― 991,651

     セグメント間の内部
     売上高又は振替高

― 3,866 3,866 1,821 5,687 △5,687 ―

計 957,941 10,188 968,130 29,208 997,339 △5,687 991,651

   セグメント利益 76,852 7,209 84,062 9,669 93,732 △21,340 72,391
 

(注) 1　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、手数料取引、営業目的の金融

収益を得るため所有する有価証券の運用業務、保証業務等を含んでおります。

2　セグメント利益の調整額△21,340百万円には、のれんの償却額△6,346百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△14,993百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

3　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの資産に関する情報

第1四半期連結会計期間において日本ＧＥ合同会社（現 ＳＭＦＬキャピタル株式会社）及びその子会社5社を連結

子会社としたことを主因として、前連結会計年度の末日に比べて当第3四半期連結会計期間末の「賃貸・延払事業」

セグメントの資産の金額が794,043百万円増加しております。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

EDINET提出書類

三井住友ファイナンス＆リース株式会社(E04791)

四半期報告書

15/19



 

(金融商品関係)

前連結会計年度末(平成28年3月31日)

科目
連結貸借対照表
計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

時価の
算定方法

 (1) 延払債権

      延払未実現利益

      貸倒引当金(注1)

429,313

△14,868

△924

  

(注2) 413,521 422,220 8,699

 (2) リース債権及びリース投資資産

      貸倒引当金(注1)

1,705,718

△1,980
  

 1,703,737 1,833,290 129,552
 

(注) 1　各金融商品に対応する一般貸倒引当金を控除しております。

2　(1)延払債権、(2)リース債権及びリース投資資産の時価の算定方法

これらの時価については、取引相手先別の内部格付、内部格付に基づく予想デフォルト確率、担保及び保

証等に基づくデフォルト時の予想回収不能率等を加味した見積将来キャッシュ・フローを市場金利等で割り

引く方法により算出しております。

 

当第3四半期連結会計期間末(平成28年12月31日)

延払債権、リース債権及びリース投資資産が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、か

つ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

科目
連結貸借対照表
計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

時価の
算定方法

 (1) 延払債権

      延払未実現利益

      貸倒引当金(注1)

511,889

△22,496

△1,011

  

(注2) 488,381 496,911 8,529

 (2) リース債権及びリース投資資産

      貸倒引当金(注1)

2,100,221

△3,717
  

 2,096,504 2,178,520 82,016
 

(注) 1　各金融商品に対応する一般貸倒引当金を控除しております。

2　(1)延払債権、(2)リース債権及びリース投資資産の時価の算定方法

これらの時価については、取引相手先別の内部格付、内部格付に基づく予想デフォルト確率、担保及び保

証等に基づくデフォルト時の予想回収不能率等を加味した見積将来キャッシュ・フローを市場金利等で割り

引く方法により算出しております。

 

(有価証券関係)

当第3四半期連結会計期間末(平成28年12月31日)

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

当第3四半期連結会計期間末(平成28年12月31日)

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動はありません。

 

(企業結合等関係)

当第3四半期連結会計期間(自 平成28年10月1日 至 平成28年12月31日)

該当事項はありません。
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(1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第3四半期連結累計期間
(自 平成27年 4月 1日
至 平成27年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成28年 4月 1日
至 平成28年12月31日)

1株当たり四半期純利益金額 390円87銭 430円53銭

  (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 36,156 39,825

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(百万円)

36,156 39,825

   普通株式の期中平均株式数(千株) 92,503 92,503
 

(注) 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

当第3四半期連結累計期間(自　平成28年4月1日　至　平成28年12月31日)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月10日

三井住友ファイナンス＆リース株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 寺　澤　　　豊 ㊞

   
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 髙　橋　善　盛 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三井住友ファイ

ナンス＆リース株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成28年10月１日から平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三井住友ファイナンス＆リース株式会社及び連結子会社の平成28

年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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